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⚫ 木材は、森林が吸収した炭素を貯蔵している。木材利用の一層の促進を通じてカーボンニュートラル実現に貢献するため、
林野庁が、建築物に利用した炭素貯蔵量を国民や企業にとって分かり易く表示する方法をガイドラインとして示したもの。

⚫ 建築物のみならず、家具や木工品、木質部材等についても、本ガイドラインの計算方法を使用して製品単位の炭素
貯蔵量を表示することができる。

参 考
（出典 林野庁HP）
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